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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月30日(2014.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の振動子を有する超音波プローブと、
　前記振動子各々に駆動信号を供給し、エコー信号に基づいて受信信号を発生する送受信
部と、
　前記受信信号から、高調波信号と基本波信号とを抽出する信号抽出部と、
　前記高調波信号の振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する値とに基づいて
、特徴量を計算する計算部と、
　前記特徴量と所定の閾値とに基づいて、被走査領域における所定領域を決定する領域決
定部と、
　前記所定領域における前記高調波信号の振幅に対応する値を変更する変更部と、
　前記変更された高調波信号の振幅に対応する値を有する所定領域を含む前記被走査領域
における高調波信号に基づいて、補正高調波画像を発生する画像発生部と、
　を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記特徴量は、前記高調波信号の振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する
値との差分値であること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記変更部は、前記所定領域における前記高調波信号の振幅に対応する値を、所定の値
に変更すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記高調波信号の振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する値とは、前記画
像発生部により発生される超音波画像に関する座標情報に関連付けられていること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記変更部は、前記所定領域における前記高調波信号の振幅に対応する値を、前記所定
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領域を除いた前記被走査領域の明度に比べて低い明度で表示される所定の値に変更するこ
と、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記変更部は、前記所定領域における前記基本波信号の振幅に対応する値を所定の値に
変更し、
　前記画像発生部は、前記変更された基本波信号と前記所定領域を除いた前記被走査領域
における基本波信号とに基づいて、前記被走査領域に対応する補正基本波画像を発生する
こと、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記画像発生部は、
　前記基本波信号に基づいて基本波画像を発生し、
　前記高調波信号に基づいて高調波画像を発生し、
　前記基本波画像と前記高調波画像とのうち少なくとも一方に、前記補正高調波画像と前
記補正基本波画像とのうち少なくとも一方を重畳させた重畳画像を発生すること、
　を特徴とする請求項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記高調波信号と前記基本波信号とに対して空間フィルタ処理を実行するフィルタ部を
さらに具備し、
　前記計算部は、前記空間フィルタ処理を実行された高調波信号の振幅に対応する値と、
前記空間フィルタ処理を実行された基本波信号の振幅に対応する値との差分値を、被走査
領域に亘って計算すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記計算部は、
　前記被走査領域に亘る前記高調波信号の振幅の平均値に基づいて、前記高調波信号の振
幅に対応する値を規格化し、
　前記被走査領域に亘る前記基本波信号の振幅の平均値に基づいて、前記基本波信号の振
幅に対応する値を規格化し、
　前記規格化された高調波信号の振幅値と前記規格化された基本波信号の振幅値との差分
値を、前記被走査領域に亘って計算すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記所定の閾値を入力する入力部をさらに具備すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　超音波診断装置により発生された受信信号を記憶する記憶部と、
　前記受信信号から、高調波信号と基本波信号とを抽出する信号抽出部と、
　前記高調波信号の振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する値とに基づいて
、特徴量を計算する計算部と、
　前記特徴量と所定の閾値とに基づいて、被走査領域における所定領域を決定する領域決
定部と、
　前記所定領域における前記高調波信号の振幅に対応する値を変更する変更部と、
　前記変更された高調波信号の振幅に対応する値を有する所定領域を含む前記被走査領域
における高調波信号に基づいて、補正高調波画像を発生する画像発生部と、
　を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【請求項１２】
　前記特徴量は、
　前記高調波信号の振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する値との差分値で
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あること、
　を特徴とする請求項１１に記載の医用画像処理装置。
【請求項１３】
　コンピュータに、
　超音波診断装置により発生された受信信号を記憶させる記憶機能と、
　前記受信信号から、高調波信号と基本波信号とを抽出させる信号抽出機能と、
　前記高調波信号の振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する値とに基づいて
、特徴量を計算させる計算機能と、
　前記特徴量と所定の閾値とに基づいて、被走査領域における所定領域を決定させる領域
決定機能と、
　前記所定領域における前記高調波信号の振幅に対応する値を変更させる変更機能と、
　前記変更された高調波信号の振幅に対応する値を有する所定領域を含む前記被走査領域
における高調波信号に基づいて、補正高調波画像を発生させる画像発生機能と、
　を実現させることを特徴とする医用画像処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、複数の振動子を有する超音波プローブと、前記振
動子各々に駆動信号を供給し、エコー信号に基づいて受信信号を発生する送受信部と、前
記受信信号から、高調波信号と基本波信号とを抽出する信号抽出部と、前記高調波信号の
振幅に対応する値と前記基本波信号の振幅に対応する値とに基づいて、特徴量を計算する
計算部と、前記特徴量と所定の閾値とに基づいて、被走査領域における所定領域を決定す
る領域決定部と、前記所定領域における前記高調波信号の振幅に対応する値を変更する変
更部と、前記変更された高調波信号の振幅に対応する値を有する所定領域を含む前記被走
査領域における高調波信号に基づいて、補正高調波画像を発生する画像発生部と、を具備
することを特徴とする。
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